
親の会 

今年度最後の親の会を開催しました。今回

は、卒園される生徒の保護者６名と引き続

き在籍される生徒の保護者１名の参加でし

た。生徒が卒園される保護者には、ここまで

の道のりや子どもとの関わり方について、

在籍されている保護者には、現在の子ども

の様子や今後の事を１人５～７分程度で話

してもらいました。皆さん熱く語られてい

ました。その内容を今後の鈴蘭学園の糧と

して精進していきたいと思います。保護者

の皆様、ここまで一緒に支えていただきあ

りがとうございました。これからもお子様

を応援し続けてくださいね。また、いつでも

寄って下さい。お待ちしています。 

そして、これを読んでいる会員の皆様に

は、今年度も本当に感謝しきれないぐらい

ご協力をいただきありがとうございました。

次年度もスタッフ共々よろしくお願いしま

す。           （中村 鳴美） 

 

新年度を前に・・・ 

今年度はいつも以上に「振り回された」１

年であったように思います。フリースクー

ルのリフォームが一昨年に行われ、今年度

では放課後等デイサービスを新たにＪＲ相

模原駅から徒歩１０分の向陽町に開設する

ことができました。とは言え、その開設過程

において、一問題いやそれ以上の問題、課題

があったように思います。 

副理事長という立場として何が出来たの

だろうか？ それを考えさせられた 1 年で

ありました。放課後等デイサービスが２施

設になり、利用者もそれぞれ伸びつつある

状況にあるのは有難い限りです。 

来る新年度も放課後等デイサービスでは、

子どもたちと関わりつつ、現場職員をバッ

クアップしていく事となるかと思います。

今年度よりは少しはホッと出来れば良いも

のです。         （桑原 和也） 

 

お楽しみ会ボウリング 

 ２月２０日、お楽しみ会でボウリングへ

行きました。今回は参加人数がとても多く、

ボウリングが初めての生徒、これまでお楽

しみ会に参加できなかった生徒などもいま

した。子どもだけで盛り上がるレーンもあ

り、子どもたちの成長を特に感じたお楽し

み会でした。今年度は中３が多く、卒業前の

最後の特別な経験になってくれていれば幸

いです。        （菅原 雅史） 
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リリーベルさがみはら 

食には学びや成長を促すことがたくさんありま

す。調理活動や皆と一緒に食べることを通じて、

この半年間で子どもたちの成長を大きく感じて

います。     

◎説明をよく聞けるようになった 

◎刃物を扱うときに集中できるようになった   

◎着席して食べられるようになった 

◎苦手なものもチャレンジできた 

◎楽しい会話が交わされるようになった 

◎「リリーベルのごはんはおいしい」と言って、ご

はん目当てのこともありますが…      

美味しく、楽しい食の時間は、

こころも体もよろこぶ時間で

すね       

 

スタッフ日記 

私は、結婚前以来久し振りに

お仕事をさせて頂いています。 

仕事・家事・育児を熟すのは初

めてなので毎日慌てふためいて

いますが忙しい中でも、お子様

方の笑顔にふれ、「楽しかった！」

と元気に帰って行く姿を見ると、

微力ながらお役に立てればと元

気・パワーが湧いてきます。 

また、母になってからの子ども

達との関わりは、結婚前に働い

ていた自分では、想像もできな

かった感情や見え方に感銘を受

けました。 

お仕事させて頂けることに感

謝しています。 

非力ではありますが、全力を

尽くして頑張ります！ 

お悩みの方、ご相談ください。 
自信・活力・自分らしさを取り戻すため、あなたと共に問題に向き合います。 

まずは、ご相談ください。 

相談専用ダイヤル ＴＥＬ：０４２－７３３－００１５ 

電話相談事業は、神奈川県フリースペース等補助金により運営しています。 

今回、上記の絵を描いて頂いた卒園生は、最初は週1回の利用でしたが、やがて2

回へと変更し、約２年間ほとんど休むことなく鈴蘭学園に通いました。体調の悪い日

は、遅くてなってでも来ました。すごいなって思い、中村はその子の帰り際にいつも、

「休まず来るのは偉いね」と伝えていました。きっとその子にとっては、鈴蘭学園は

安心と安全の居場所であり、安堵感を感じていたのかなと考えていました。ともあれ、

休まず来てくれてありがとう！高校に行ってもいつまでも応援していますね。休みた

くなった時は、鈴蘭学園のことを思い出してね！ 

中村のとても感動した話 


